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導水施設位置図図-1



26 ダクタイル鉄管 昭和60. 5 第38号

B類型(水道 3級)

2.導水施設

① 導水距離

20.60km (合計)

2.40km(11%、鹿児島県加世田市地内)

16. 40km (80%、鹿児島県川辺郡川辺

町地内)

1.80km( 9 %、鹿児島県鹿児島市地内)

② 導水方法

@ポンプ圧送方式(取水場~接合井間)

ポンプ:17.4m'/分X4台(フライホ

ィールイ寸き)

全揚程:100m 

L1 =4.80km (23%)'・・・呼ぴ径1000mm

@自然流下方式(接合井~分水井間)

L2 =15. 80km (77%) { :山 呼び、径1000mm

9.55km・・・・・・・・・ト ンネ jレ

③ 導水路トンネ jレ

9. 55km (合計)

1. 35km( 1号トンネル)、ホロ型断面

(幅1.80mX高さ1.95m) 

8.20km( 2号トンネル)、ホロ型断面

(幅2.00mX高さ 2.30m)

@動水勾配:1/2000 

図一2 万之瀬川導水水位高低図

積 367.1knf)から 1日最大 7万5，000m'を取水

し、鹿児島県加世田市および川辺郡川辺町を

経て鹿児島市平川町まで延長 20.60kmの導水

施設を建設するものである。

本事業費は203億6，200万円で、財源は鹿児

島県負担金が54億3，000万円、鹿児島市負担金

が149億3，200万円である。

3.施設内容

1 .取水施設

①取水地点

@二級河川・万之瀬川水系万之瀬川の花

川橋直下流左岸(鹿児島県加世田市川

畑)

@東シナ海の河口から 8km上流(取水地

点流域面積 219.6knf)

②取水方法

@取水門方式による自然取水

③ 1日最大取水量

75， 000m' /日(合計)

{ :印刷/日(鹿児島県工業用水道)

55， 000m' /日(鹿児島市上水道)

④ 環境基準類型
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④ 導水管路

11. 05km (合計)

(79州

3.1日5k凶m(29、鋼管)

@地下埋設部:土被り 1.2m以上

@水管橋および伏せ越し管路:6カ所

(万之瀬川横断 4カ所、

宮田川横断 1カ所、

神殿川横断 1カ所)

⑤ 付帯施設

@接合井 (340m'): 1カ所

@沈砂排泥施設 (440m'、 1520m'):各 1カ所

@分水井 (150m'): 1カ所

4.事業経過

① 昭和48年 6月

鹿児島県および鹿児島市共同の万之瀬

川導水計画を策定。

② 昭和48年 6月~昭和56年11月

万之瀬川導水計画について、流域 1市

5町と導水の同意取得のため協議。

③ 昭和56年 9月14日

鹿児島県および鹿児島市と万之瀬川流

域水利用対策協議会で¥万之瀬川取水に

関する協定書を締結。

④ 昭和57年 2月24日

鹿児島県と鹿児島市で万之瀬川導水事

業に関する基本協定書を締結し、共同施

設の建設について鹿児島開発事業団へ委

託。

⑤ 昭和57年 8月12日

鹿児島開発事業団に導水事業部が発足。

⑥ 昭和57年 9月20日

鹿児島県、鹿児島市および鹿児島開発

事業団の 3者で万之瀬川導水事業に係る

共同施設の建設に関する協定書を締結。

⑦ 昭和57年10月15日

鹿児島臨海第 2期工業用水道事業の事

業屈の承認について通商産業省が通知。

⑧ 昭和57年12月8日

鹿児島市第10回水道拡張事業の申請に

ついて厚生省が認可。

⑨ 昭和57年12月25日

万之瀬川導水に伴う水利使用の申請に

ついて、建設省の認可に基づき鹿児島県

が許可。

⑩ 昭和58年 1月

導水施設の実施調査・設計に着手。

⑪ 昭和58年12月

導水施設工事に着工口

⑫ 昭和59年 5月

2号トンネル築造工事に着工口

⑬ 昭和59年12月

導水事業に伴う用地買収を概ね完了。

5凶事業団の機構
理事長一一一一一一一一一一設置団体

導水事業部

I I 
建設課 用地課

「上l I勺
建調用用

査地地
設設第第

係係 係 係

(鹿児島市長) I 

常任理事 鹿児島市 鹿児島県

( 3名)

事業第 2部

業務課 工事課 総務課 企画室
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ふ管麓の選定

本導水管路のポンプ庄送部分の設計水庄は

最大15kgf/cnf、常圧10kgf/cnfで、あり、自然流

下部分は、最大6.0kgf/cnf、常圧4.0kgf/cnfで、

土被りは標準1. 2~2.0m であるから、適用で

きる管種はダクタイル管か鋼管ということに

なる。

本管路の大部分は県道・市道・町道地内に

布設されるのであるが、全体的に道路幅員が

5突いため、

(i) 掘削幅を極力狭くしなければならない口

(ii) 工事中、通行車両や地元住民にできる

だけ迷惑をかけぬように、工期短縮をは

からねlよならない口

という大きな理由で¥一般公道に布設する管

には施工スピードが速く、施工性に優れ、会

所掘りの不要な U形ダクタイル管を採用する

ことにした。

なお、農道や買収用地内に布設する部分や

河川横断の水管橋などには鋼管を採用した。

ワg 導水管路(ダクタイル管)の仕様

本管路の直管部分にはU形夕、、クタイル管(JIS

G 5526、 3種管、内面セメントライニング、

6m管)を使用し、異形管部分には離脱防止継

手を有するUF形タ7 タイル管(JIS G 5527、

内面タールエポキシ塗装)を使用することに

よりアンカーブロック(スラストブロック)を

省くようにしたが、 450

以上の曲管には、特に

安全性を考慮してアンカーブロックとの併用

方式を採用した。

な粉、本管路の防食効果をあげるために、

全線にわたってポリエチレンスリープを巻く

ようにした。

図-3 U形継手

U形(内面継手)

ゴム翰 押翰

特長

管の内部から接合作業のできる構造である。

トンネル内や狭い開削溝でも、安全で、経済的

に施工できる。

用途

トンネル内用わよび狭間削溝用

適用範閤

日子び径 700~2600mm

図-4 UF形継手

UF形

ロックリング

特長

K F形と同ピロック方式を内面継手に取り

入れたもので、抜出し防止用として、曲管部

などにイ吏用される。

用途

離脱防止用

適用範囲

日乎び、千歪 700~2600mm 

図-5 管布設標準断面図

アスフアルト舗装

シラス入替(水締め)

8.導水管路(ダクタイル管)の施工

本管路の地盤は地下水もあまりなく一般的

に良好で、直線部では平均して直管 3~4 本/

日 (18~24m/日)のスピードで順調に施工は進

んでいる口ただし、転石や岩盤地帯に入ると

アイアン・プレーカーなどを使用して掘削す

るので、施工進捗は直管 1本/日 (6m/日)程

度に低下する。

このような岩盤地帯では、会所掘りがほとん

ど不要で、あるU形管は断然有利であり、また、

外面継手に比べて接合作業時に外部からの危
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険度が少なく、配管工は安全で、落着いて作業

できるので、接合作業の品購は安定・向上す

るという利点もある。

継子 5カ所に 1カ所の割合でテストバンド

を用いて水圧テストを行っており、 5.0kgf/cm

の水圧をかけ、 5分後に4.0kgf/cm以上を保持

すれば合格としている。

写真一2 管仮置き

写真一3 岩盤掘削 写真-4 鏑矢板打ち込み

写真一5 管受口、揮し口靖捕 写真一6 管接合



30 ダクタイル鉄管 昭和60. 5 第38号

9.事業の進捗状況

本事業の各工事の進捗状況は次の通りである口

表ー 1 事業の進捗状況 (昭和60年 2月末現在)

発注年度 l

58 

，." 

。

司，

h 

今

。

。

(小計)

59 

，." 

。

。

。

。

。

宅，

。

(小計)

(合計)

工事名および内容

万之瀬川導水管布設工事
(その 1)DIP s61000 x 469m 

万之瀬川導水管布設工事
(その 2)DIP s61000 x 986m 

万之瀬川導水管布設工事
(その 3) DIPが1000X1140m 

万之瀬川導水管布設工事
(その 4)DIP s61000 x 846m 

万之瀬川導水管布設工事
(その 5)DIP併1000x 1097m 

万之瀬川導水路 2号トンネル築造工事
(第 1工区) L = 2144.4m 

万之瀬川導水路 2号トンネル築造工事
(第 2工区) L = 2778.2m 

万之瀬川導水路 2号トンネル築造工事
(第 3工区) L = 3278. 7m 

管路 ~L=4538m

トンネル ヱL=8201.3m

万之瀬川導水管布設工事
(その 6)DIP s61000 x 465m 

万之瀬川導水管布設工事
(その 7) SP が1000X202m 

万之瀬川導水管布設工事
(その 8)DIP s61000 x 1302m 

万之瀬川導水管布設工事
(その 9)DIP s61000 x 1195m 

万之瀬川導水管布設工事
(その10) SP が1000x 800. 4m 

宮田川横断施設工事
(水管橋) SP 併1000X74m

神殿川横断施設工事
(伏せ越し) SP併1000X84m

万之瀬川横断 1号施設工事
(水管橋) SP 併1000X437m

万之瀬川導水路 1号トンネル築造工事
L = 1324. 5m 

DIP 持1000X170m
S P 係1000X230m

管路 ~L=4959.4m

トンネル ヱL= 1324. 5m 

管路 ~L=9497.4m

トンネル ヱL=9525.8m

工 期

58.11. 28~59. 3 .12 

59. 1 .21~59. 6 .15 

59. 1 .27~59. 6 .30 

59. 2 .13~59. 7 .5 

59. 2 .10~60. 2 .20 

59. 4 .20~62. 5 .30 

59. 4 .16~63. 3.15 

59. 4 .16~63. 3 .15 

59.12.24~60. 3.25 

59.12.20~60. 3 .25 

59.12.24~60. 5.31 

59.12.25~60. 5.31 

59.12.25~60.11.30 

59.12.20~60. 5.31 

59.12.24~60. 8 .31 

59.12.24~61. 1 .31 

59.12.28~63. 1 .31 

進捗率
(%) 

100 

100 

100 

100 

100 

30 

20 

20 

90 

90 

40 

40 

20 

40 

20 

10 

5 

60 

20 
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10.おわりに

以上、万之瀬川導水共同施設建設事業の概

要について述べたが、これまでのとごろ大し

た問題もなく、計画通り順調に進んでいる。

これも適切な設計と施工法を選定し、また、

関係各位のご努力と地域住民のご協力による

ものと思います。ここで改めて謝意を表する

次第である。

本報告がみなさまのなんらかのご参考にな

れば幸甚に思う。
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